
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 飛騨市立河合小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月８日（土） 

実 施 概 要 
 

①全学年、総合的な学習の時間や教科等で学んだ事をもとに発表する。  

②地域参観・家族参観の日とする。（学校公開日）  

③地域の人と共に発表する喜びを体感させる。（伝統芸能発表） 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然  □歴史  ■文化  □産業  □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者           ６０  人  
  計    １９０      人 

地域関係者         １３０   人 

実 施 状 況 
 

 

１．趣旨 

（１）各学年の発達段階を踏まえ、これまでの学習内容を活かして、さら

なる成長や発展の場として発表する。 

（２）保護者や地域の方に公開して､学校での学習の成果や地域の指導者か

ら学んだ芸能や技術の成果を見ていただきくことで、一人一人の児童

のものごとをやりとげる自信や「ふるさと」を想う気持ちを高めてい

く機会とする。 

 

２．プログラム 

①全校合唱「こころ天気になあれ」「ふるさとは今もかわらず」 

②２年生  劇「黄色いバケツ」 

③１年生 劇「おむすびころりん」 

④３年生 劇「ソメコとオニ」 

⑤４年生 匠太鼓の演奏 

⑥５年生 劇「走れメロス」 

昼食   河合っ子応援部会（地域）による親子餅つき、ひまわり会（地

域）によるのこのこ汁の提供 

⑦６年生 歌舞伎「白波五人男」 

⑧ＰＴＡによる合唱 「旧校歌メドレー」 

⑨全校  伝統芸能：もうせつ、えんやら、加賀崎 

○６年生は、地歌舞伎の指導者や文化庁主催本物の体験事業歌舞伎講師の

指導を得て、「白波五人男」を全員で見事に演じ、観客席から賞賛の声

をいただいた。他の学年の劇についても、台詞を感情豊かに堂々と演じ

た。 

〇フィナーレの全校による民謡では、参観者にも参加いただいて、地元

の伝統芸能である民謡を児童の合奏に合わせて楽しく踊り、場内は一

体感に包まれた。 

 

 

 

 

 

 



成果及び課題 
  
 

 

保護者・地域の方の感想 

＊どの学年の発表も、堂々としていて素晴らしかったです。進行や司会な

ども、自分たちの手で作り上げようという姿勢がとてもよく伝わってき

ました。 

＊盆踊りや匠太鼓、歌舞伎、河合町に伝わる伝統芸能をふんだんに取り入

れて下さって、とても見応えがありました。是非これからも続けていっ

ていただきたいと思います。生演奏で一緒に踊らせていただき、とても

楽しかったです。 

＊児童一人一人が、それぞれの台詞や役割をしっかり覚えていて、素晴ら

しい発表会だったと思います。全校の合唱も、盆踊りもとてもよく、み

んなの力が一つになっていたと思います。 

学校職員の評価 

＊河合町振興協議会の河合っ子応援部会とひまわり会の企画運営協力があ

り、本年度も充実した内容で取り組むことができた。また、４年生の匠

太鼓や６年生の歌舞伎など、取組の中で地域の指導者の方々に助けられ

子ども達の技術が向上すると共に、ふるさとへの愛着や誇りを持たせる

ことにつながっていることを強く感じた。 

＊子ども達は、練習から当日の発表まで精一杯伝えようとしており、どの

学年の発表にも感動した。特に、６年生は、ふるさとへを思う気持ちや

精一杯取り組むことの値打ちを示した。 

 


